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日時：2014（平成 26）年 11 月 22 日（土）
場所： 沖縄県看護研修センター、沖縄県医師会館、

沖縄小児保健センター

教育シンポジウム 　9：00 ～ 11：45（沖縄県看護研修センター）

テーマ：骨軟部腫瘍の新WHO分類
モデレーター： 小田　義直（九州大学大学院医学研究院　形態機能病理）

久岡　正典（産業医科大学医学部　第 1病理学）

演者：

1． 小田　義直　（九州大学大学院医学研究院　形態機能病理）

骨腫瘍における新WHO分類の変更点

2． 久岡　正典　（産業医科大学医学部　第 1病理学）

軟部腫瘍における新WHO分類の変更点

3． 野島　孝之　（金沢医科大学　臨床病理学）

骨形成性腫瘍のトピックス

4． 小西　英一　（京都府立医科大学　人体病理学教室）

軟骨形成性腫瘍のトピックス

5． 廣瀬　隆則　（神戸大学大学院医学研究科・医学部　地域連携病理学）

神経原性腫瘍とその新たな疾患概念

6． 松山　篤二　（産業医科大学病院　病理診断科 , 産業医科大学医学部　第１病理）

軟部腫瘍の新たな疾患概念

＊教育シンポジウムは、当日ご自由にご参加ください。

病理専門医の資格更新単位として 5単位が得られます。

参加費：会員 3,000 円、非会員 4,000 円（ハンドアウト代を含む）

＊ 教育シンポジウムの途中に IAP病理診断学術奨励賞授賞式を行います。

久岡　正典先生小田　義直先生

2014 年病理学教育セミナーのお知らせ
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スライドセミナー 　

（ 沖縄県看護研修センター、沖縄県医師会館、

沖縄小児保健センター）

1時限目　13：30 ～ 15：30

*A-1 新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）

B-1 軟部腫瘍の病理－新WHO 組織分類をふまえて－
久岡 正典（産業医科大学医学部　第一病理学講座）

C-1 肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全 陽（神戸大学医学部附属病院　病理診断科）

D-1
口腔病理
高田 隆（広島大学医歯薬保健学研究院　口腔顎顔面病理
病態学研究室）

2 時限目　15：45 ～ 17：45

*A-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部基盤診療学系　病理診断学）

*B-2 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（名古屋第二赤十字病院　病理診断科）

*C-2

肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学大学院人間総合科学研究科　診断病
理学研究室）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

D-2 腎生検の病理
上田 善彦（獨協医科大学越谷病院　病理部）

* 印は新規コース。スライドセミナーは事前登録が必要です。

事前登録受付は 2014 年 8 月 18 日（月）正午の開始を予定し

ております。事前資料としてバーチャルスライドをweb 上で

公開予定です。病理専門医の資格更新単位として 10 単位が

得られます。

受講料（1 コース）：IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員：

12,000 円（CD, ハンドアウト代を含む）

詳細につきましては IAPホームページ http://www.iapjapan.

org をご参照ください。

連絡先

IAP日本支部 教育委員長　小田義直（スライドセミナー担当）

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

IAP 日本支部 常任幹事　石川雄一（教育シンポジウム担当）

（公財）がん研究会がん研究所病理部

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

TEL：03-3520-0111（内 5601）FAX：03-3570-0558

下記の要領にて 2014 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格：日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否かは問わない）

選考対象：2013 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

診断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、留学先

での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がいない場合） A4 用紙 2枚以内（書式は問わない）

3．論文の別刷 7部 （1 部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2014 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所　病理部気付

IAP日本支部事務局

「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

2015 － 2017 年任期の理事選挙を 10 月に行う予定です。理

事は任期が 3年、継続しては 2期までで、理事指名委員会が

理事 2名に対して 4名の指名委員候補者のリストを作成し、

会員の選挙で 2名の理事を選んでいます。

IAP 日本支部理事選出に関する細則には、「会員に理事の

候補者を挙げてもらい、理事指名委員会はそれをリストアッ

プし、場合によっては候補者を追加し、アカデミーへの過去

と将来の貢献、病理学の研鑽、社会的地理的背景など多角的

に検討し、指名候補者を決定する。」となっています。

つきましては、理事指名候補者を自薦他薦で公募いたしま

中村　直哉先生市原　周先生 野口　雅之先生

2014 年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部・理事指名候補者の公募
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す。締め切りは 8月末とし、候補者の氏名、年齢、所属、肩

書に加えて推薦理由を書いてください。出来れば email でお

願いします。届いた・届かないのトラブルを避けるため、理

事指名委員会の松原委員長と、JDIAP 事務局の 2 か所に

email を送って頂けませんか。受け取りましたらお返事を差

し上げます。2－ 3日しても返事のない時はご連絡ください。

よろしくお願いします。

送り先：

松原　修：matubara@ndmc.ac.jp

IAP 日本支部事務局：jdiap@jfcr.or.jp

日　時：2014 年 4 月 24 日（木）　12：10 ～ 13：00

場　所： 広島国際会議場　B1階　会議運営事務室 5

出席者： 中谷、松原、加藤、清水、小田、黒田、岩下、長尾、

長村、岩崎、根本、内藤、橋本、吉野、大谷（事務局）

欠席者：石川、森谷、牛込、諸星、都築、白石

議　　題
報告・連絡事項：
1． USCAP（2014 年 3月 1-7 日 , San Diego, CA）Japan Night

報告

2．AAPIAP（2014 年 8 月 27-29 日 , Colombo, Sri Lanka）

3． 第 30 回国際 IAP Congress（2014 年 10 月 5-10 日 , 

Bangkok, Thailand）

4． 日台合同スライドカンファレンス

（台湾 2014 年 10 月 25-26 日）

5．第 9回APSMI（2014 年 11 月 27-28 日 , Cebu, Philippines）

審議事項：
1．2013 年　会計報告

 ・公認会計士香川誉夫先生による会計書類の見直し

 ・給与支払い事務所開設（源泉徴収）

 ・ 会計報告の新たな方針

（前年分を春の理事会で報告、秋の総会で承認）

2．2014 年　病理学教育セミナー（2014 年 11 月 22 日 , 沖縄）

 ・教育シンポジウム

 ・スライドセミナー

3．バーチャルスライドサーバーの一元化について

4．会費の支払い方法

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学　小田義直

この度台湾病理学会から招聘され、5月 25 日に台北市の張

榮發基金會国際会議場で開催された学術集会で「Recent 

advances in molecular pathology of soft tissue sarcomas」と

いうタイトルで特別講演（50 分）を行い、さらに軟部腫瘍の

スライドセミナー 1題（20 分）のプレゼンテーター、7題分

のコメンテーターをつとめさせていただきました。台湾病理

学会は IAPの台湾支部も兼ねており、その会長は Prof. Shih-

Ming Jung（任期は本学術集会までとのことでした）であり、

今回私に声をかけてくれたのは台湾の骨軟部腫瘍病理の第一

人者であるKaohsiung（高雄）のChang Gung University 付

属病院（高雄長庚醫院）の Prof. Hsuan-Ying Huang（黃玄贏）

です（写真）。Prof. Huang は New York の Sloan-Kettering 

Cancer Center の Prof. Mark Ladanyi のもとに留学経験があ

り現在も軟部肉腫の分子病理学的研究で Clin Cancer Res な

どに質の高い論文を出し続けています。特別講演の直前には

台湾病理学会の長老で遠城寺先生とも親交のあった候書文名

誉教授とお会いしました。候先生は流暢な日本語を話され、

Prof. Huang は候名誉教授の孫弟子にあたるそうで、私もい

わば遠城寺先生の孫弟子でもありますので、孫弟子同士が活

躍してくれているのは喜ばしいことだと言っておられました。

台湾の人口は 2000 万人、病理専門医は約 400 人ということ

で人口当たりの病理医の数は日本とほぼ同じということです。

10 年程前は日本同様に若い病理医が少ないのが問題でありま

したが、最近の研修医は一般内科や外科を嫌う傾向があり、

そのおかげで病理医を目指す若手が増えてきたとのことです。

台湾の大学や大きな病院では若手医師が留学するときは 1

年間に限ってそのまま給料が出るそうです。このシステムを

利用して骨軟部腫瘍の領域では Prof. Huang の紹介で Boston

の Harvard 大学 Fletcher 教授および New York の Sloan-

Kettering Cancer Center の Dr. Antonescu のもとへ若手病

理医が留学できるルートが出来上がっており絶え間なく人を

送り込んでいるようです。台北の軟部腫瘍スライドセミナー

の他の７題のプレゼンテーターは Fletcher 教授のもとやDr. 

Evans のもとに留学経験のあるものや、今後これらの施設に

留学予定のある若手病理医であり英語もうまく大変優秀でし

た。内容的にも pseudomyogenic hemangioendothelioma と

いった新しい疾患概念の腫瘍においてキメラ遺伝子

SERPINE1-FOSB を検出するなど非常にレベルの高いもので

した。日本から現在欧米に骨軟部腫瘍の領域で留学している

2014年IAP日本支部第２回理事会

台湾病理学の現状
－骨軟部腫瘍の招聘講演とセミナーから－



4

若手病理医がほとんどいないことを考えると、このままでは

この領域では台湾の病理に追い抜かれてしまうのではと心配

になってきました。

翌日 5 月 26 日は高雄へ移動し、Prof. Huang の Chang 

Gung University 付属病院の病理部のカンファレンスルーム

においてスライドセミナーを行いました。小田が準備した特

殊な軟部腫瘍 8例を事前にHE標本のみ配布し若手病理医の

discusstant に回答してもらい、こちらが免疫染色を含めた最

終診断を解説するというスタイルで行いました。高雄の大学

附属病院は 2600 ベッドであり、病理組織診断は年間約 5万

件でこれに病理専門医 11 名で対応しているそうです。病理

部のあるセクションは非常に広く病院のワンフロアの約 1/3

を占めていました。日本同様女性病理医の数も増えてきてい

るとのことで女性病理医専用の部屋があり、男性病理医の部

屋より広くスペースを取ってありました。またこの病院には

バイオバンクが病理の付属施設として組織されており Prof. 

Huang の配下にバイオバンク専任の助教授が 1名（MD）と

助教が 4名（PhD）その任にあたっています。

現在日韓 IAPのときに合わせてコンパニオンミーティング

として日韓 Bone Tumor Club が開催されていますがこれに

台湾も加わって日韓台 Bone Tumor Club のようなものを開

催できないだろうかとの打診を Prof. Huang からいただきま

したので、早速日本に持ち帰ってその可能性を検討している

ところです。今回 Prof. Huang はもとより若手病理医のDr. 

Li, Dr. Lee にも大変お世話になりました。今後台湾と日本の

交流がより一層強固なものになりますます発展してゆくこと

を祈念したいと思います。

日時：2014 年 8 月 27 日（水）－ 29 日（金）
会場：Hotel Ramada, Colombo, Sri Lanka
＊ 詳しくは、下記ホームページをご覧ください。 
<2014CPSL AAPIAP Conference ホームページ>
h t t p : / /www . c o l l e g e o f p a t h o l o g i s t s . c om/CPSL _
AAPIAP_2014_SriLanka.php

日時：2014 年 10 月 5 日（日）－ 10 日（金）
会場： Bangkok Convention Centre at Central World, 

Bangkok, Thailand
＊ 詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
<ホームページ> http://www.iap2014.com/home.php

2014 年 10 月 25 日（土）、26 日（日）
場所：台湾（詳細はわかり次第アナウンスします）

日時：2014 年 11 月 27 日（木）－ 28 日（金）
会場：JPark Island Resort and Waterpark, Cebu, Philippines
Congress President: Gary Tse, MD Hong Kong
Secretary：Rin Yamaguchi, MD Associate Professor Head, 
Pathology and Laboratory Medicine, Kurume University 
Medical Center
この機会に、Asian Pulmonary Pathology Society（APPS）
のシンポジウムも行われる予定です。

日時：2015 年 6 月 4 日（木）－ 7日（日）
会場： Brisbane Convention & Exhibition Centre（BCEC）

Brisbane, Queensland, Australia
＊ 詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
<APIAP ホームページ> http://www.apiap2015.com/

所属先等、登録内容に変更が生じた場合は、事務局までご
連絡下さいますようお願い申し上げます。

＜ IAP日本支部事務局＞
〒 135-8550　 東京都江東区有明 3-8-31 

（公財）がん研究会がん研究所病理部内
常任幹事　石川雄一，事務局　大谷茉子
Tel: 03-3520-0111（内 5601）／ Fax: 03-3570-0558 
E-mail: jdiap@jfcr.or.jp

rqrqrqrqrqrqrq

今年も、集中豪雨などの天候不順が続いておりますが、会
員の皆様におかれましてはご清祥のことと存じます。サッ
カーワールドカップもドイツの優勝で幕を閉じ、寝不足から
解放されたかたもおられるかもしれません。
今年の IAP日本支部の病理学教育セミナーは沖縄で行われ
ます。教育セミナーは骨軟部腫瘍のWHO分類、スライドセ
ミナーは 4つが新規コースとなりますので、多数ご参加下さ
いますようお願い致します。
また、今年から理事選考の仕組みが変わり、指名候補者が
公募制になりました。自薦他薦を問いませんので、奮ってご
応募下さい。10 月にバンコクで開かれる国際 IAP Congress
も近くなり、2014 年後半もイベントが目白押しですので、皆
様のご支援とご協力のほど、よろしくお願い致します。
広報委員会委員長　清水道生
　　　　副委員長　森谷卓也
　　　　　　委員　加藤良平
　　　　　　委員　根本則道

Upcoming Meeting

The Assembly of Asia Pacific IAP（AAPIAP）

第 30 回 IAP Congress

第 5回日台合同スライドカンファランス（台湾）

第 9回アジア太平洋分子免疫組織学会議（APSMI）
（Asia-Pacific Society for Molecular Immunohistology annual conference）

The 9th Asia Pacific IAP Congress（APIAP）

事務局よりお知らせ

あとがき


